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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 本日、法人研修が（交通安全）あります。優先で参加しましょう。

＜患者様についての連絡事項＞

坂本　良雄様～22日八戸赤十字病院整形外科再診予定。8時には外出しますので、朝食７時30分

の早出しとなります。深夜の方は忘れず取りにいって下さい。又、出棟前に朝食

後薬の服薬を忘れずにお願いします。

安達　貴浩様～本日から喫煙・私物自己管理が許可となっています。

高間木八男様～皮膚科診察で、タベジ－ルが継続処方となっています。湿疹状態、掻痒感等の観

察をしていきましょう。

坂本　幸吉様～皮膚科診察で両足白癬の為、軟膏処置が開始となります。

岩崎　誠一様～本日家族面談がありました。最低でも2Ｗ又は、1月一杯位は入院が必要になるか

も知れない事。今は、軽躁状態なのでもう少し落ち着いてからアルコ－ルについ

ての再確認をして頂く。又、奥様には面会時の対応についてのアドバイスがあり

ました。

本日の転棟・転室予定患者様

· 石橋　ツル様～東Ａユニット→南Ｄユニットへ

· 清川　厚子様～東Ｂユニット→西Ｂユニットへ

· 佐藤　節子様～東Ｂユニット→西Ｂユニットへ

· 黒澤　重子様～東Ｄユニット→東Ｂユニットへ

· 岩崎　誠一様～東Ａユニット～東Ｄユニットへ

これからの予定患者様

・　久保田トミヱ様～東Ｄユニット→南Ａユニットへ。22日の予定。

· 立花　法子　様～東Ｄユニット→西Ａユニットへ。点滴療法終了後（26日まで）27日の予定。

＜隔離室使用患者様＞

畑中　成夫様（終日隔離）～昨日は、調子について「余り良くない」と神的発言が聞かれ、何度も叫んでいる状態が続き、退室についても拒否され、日中の退室は出来ていません。準夜では服薬の際、スタッフの手を掴む事があるが強く引っ張る事は無かったようです。

　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　衝動行為に至ることはありませんでしたが、原因はなんなのか？何が影響しているのか？等、振り返りの際、本人が言葉で表現できるような声掛けをし、答えが出ないからといって、スタッフも焦らず、気長に待つ態度で接しましょう。

　　　　　　　　褥創については、褥創委員会から、現在の創の状態ではラップ療法で処置をし、乾燥又、肉芽が再生されてきたら、軟膏も使用していくとの話があり。当面はラップ療法で経過観察とします。入浴の際、創部の観察とラップの処置を行ないましょう。

塚本　勝昭様（終日隔離）～飲水要求・私物要求が多く、説明に「のたうち回るよ」と言われ床を転げ回る事があり、スタッフがその場を離れるとその行動を止めている。又、「息ができない」と大声で叫んでいたりする行動があり、演技的な面が見られている。弁護士に電話をしたいと言われ、スタッフ付き添いで電話をされています。

　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　本人のペ－スに巻き込まれない様に冷静な対応をしていきましょう。

　　主治医より…私物要求については、何も入れない事。基本的な隔離室使用時の手順で行なって下さい。飲水要求については、1日1.5Lとし、食事の味噌汁・牛乳・お茶はその中に含まなくて良いです。

　　　　　　　・各勤務で500mlの水を用意し、本人にどれ位飲んだのか目でわかる様に出窓に準備しましょう。勤務交代時には、水の交換をしましょう。

　　　　　　　　又、家族の面談希望時は、事前に病棟に電話を入れて確認するように伝えています。面会制限もあるので、面会を希望する場合も事前に病棟に電話を入れるように説明していますので、電話を受けたスタッフは医師に確認をお願いします。

種市　久子様（終日隔離）～39歳　　うつ病・精神遅滞　医療保護入院

　　　　　　　　　　　　12月19日から「死にたい。心中しないと」という希死念慮を役場や

福祉事務所に話、リストカットするなど、抑うつ的となり、市民病院

からの紹介で救急で入院。興奮強く、終日隔離となっています。興奮

が著しい為にリントンの筋肉注射しています。服薬は拒否。夜間は眠

る事が出来ています。日中は、食事の拒否・服薬の拒否があり、帰宅

要求が聞かれていましたが、午後、主治医の診察・指示で興奮落ち着

いた事から14:25隔離解除となっています。ホ－ルに誘導し、訴えを

傾聴しながら、食事の促しや服薬の必要性について根気よく対応して

いきましょう。













